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はじめにはじめにはじめにはじめに    

このアプリケーション・ノートでは AD5933 評価ボードのセッ

トアップ方法と、実装されてる 15pF コンデンサのインピーダ

ンスの測定方法について詳しく説明します。さらに追加の情報

は AD5933 のデータシートから得られます。 又評価ボードを

使用する時にはご相談されることをお勧めします。
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図 1. 

 

http://www.analog.com/jp/ad5933


AN-1053 Application Note 
 

Rev. 0    - 2 / 8 - 
 

目次目次目次目次    
はじめに .................................................................................... 1 

機能ブロック図 .......................................................................... 1 

改定履歴 .................................................................................... 2 

評価ボード用ソフトウエア ........................................................ 3 

システムのセットアップ ........................................................ 3 

キャリブレーション・ルーチン ............................................. 3 

不明なインピーダンスの測定 ................................................ 3 

データのダウンロード ........................................................... 4 

 

 

改定履歴改定履歴改定履歴改定履歴    

11/09—Revision 0: Initial Version 

 



Application Note AN-1053 
 

Rev. 0    - 3 / 8 - 

評価ボード用評価ボード用評価ボード用評価ボード用ソフトウエアソフトウエアソフトウエアソフトウエア    

評価ボードを使ったインピーダンス測定は次の４段階で行いま

す:  

1. システムのセットアップ 
2. キャリブレーション・ルーチン 
3. 未知のインピーダンスの測定 
4. データのダウンロード 

システムのシステムのシステムのシステムのセットアップセットアップセットアップセットアップ    

評価ボードシステムのセットアップは下記の手順で行います: 

1. AD5933 評価ボードソフトウエア（評価ボードとともに提

供されるか又は AD5933 製品ページから得られます。）を

ロードする。 
2. ソフトウエアを PC にロードする時、ＵＳＢケーブルを使

用して評価ボードに接続する。 

3. 次のジャンパーピンを差し込む；: LK4, LK5, LK6, LK7, 
LK10, LK11, and LK12. 

4. 評価ボードの C41 の位置にスルーホールタイプの抵抗

200kΩを差し込む；これは調整用インピーダンスです。 
5. R2 の位置にスルーホールタイプの抵抗 200ｋΩを差し込む。 

これはフィードバック抵抗です。 

キャリブレーションキャリブレーションキャリブレーションキャリブレーション・・・・ルーチンルーチンルーチンルーチン 

図２に示すようにシステムをセットアップします；左の欄から右

の欄まですべて設定します。2V 範囲の場合出力インピーダンス

は約 200Ωです。（この値はデバイスごとに変わります。）；従

って 200kΩキャリブレーション抵抗は実際には 200.2 kΩになり

ます。 
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図 2. キャリブレーション・ルーチン 

 

 

 

 

 

 

不明なインピーダンスの測定不明なインピーダンスの測定不明なインピーダンスの測定不明なインピーダンスの測定    

15pFコンデンサ（評価ボードの C42)をボードに接続するために

C41から抵抗 200kΩを取り除き、LK9と LK8ジャンパーを差し

込みます。 

 

 

Start Sweep をクリックして図 3に示したグラフを観察します。 

http://www.analog.com/jp/ad5933
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下記の式に従って周波数が上がるとともにコンデンサのインピー

ダンスが減少することに注目してください； 

fC
Z

π
=

2

1
 

ここでｆはスタート周波数 ＋（デルタ周波数× インクリメン

ト数）です。 

Impedance Phase 0 タブをクリックして、位相が約-90°になっ

ているか確認します。
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図 3. コンデンサのインピーダンスの測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    データのダウンロードデータのダウンロードデータのダウンロードデータのダウンロード 

測定したインピーダンス・データをエクセル・ファイルに保存

するために Download Impedance Data をクリックします。 

エクセル・ファイルには下記のデータがダウンロードされま

す： 

• 周波数列、励起周波数（A 列） 

• 実数データ・レジスタ内容、R( D 列) 
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• 虚数データ・レジスタ内容、I (E 列） 

•  インピーダンスの 22 IR +=大きさ ( F 列)  

• 
大きさゲイン係数

インピーダンス
×

= 1 (B 列)  

ゲイン係数は 1 段階目で計算されます。 

• 位相(rads)= 
R

I
A tan  又は  

位相 (度) = 
π

180
(rads) ×位相  ( C 列) 

 

この列の位相のデータは式の計算値とは違っています。なぜな

ら実際にはこの列の位相データは（X 度） - (キャリブレーショ

ン位相[又はシステム位相]度)に等しい値になるからです。 

システム位相は、ゲイン係数が例えば中間点キャリブレーショ

ンを使って計算される時、計算されます。 

キャリブレーションによりシステム位相がセットアップされる

のでその後、センサ位相を決定するために、システム位相を差

し引きます。 
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図 4. ダウンロードしたデータ 
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NOTES 
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